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川崎市郊外で見つかった

古墳時代の遺跡

片田正人

川崎市北西郊外つまり溝の口の地質調査所近傍は

人口増加率がきわめて高くこの点に関しては日

本でも有数匁所である.

このあたりは高さ50mほどの台地と沖積平地が入り

組んでいる地帯であって家や工場が集まっている平地

は多摩川が堆積した砂礫層であり台地(下末吉台地)

は第三紀層(高津層)とその上をおおう厚さ数㎜の赤茶け

た関東ロｰム煽から成り立っている.そして畑が広

がり農家が点在するにすぎなかった台地の上は最近

住宅が並び始め格好柱ベッドタウンとなりつつある.

ところがこの台地にはずっと昔から人が住んでv･たら

しくいくつかの古代遺跡が見出されている.

最近南武線溝の口および津田山駅北東方の台地醸囲

山にはQ杜が大規模な団地を建設中であるがその際

にもいくつかの｢横穴｣が見つかった.場所は笹や雑

木カミ密生した平凡な丘陵の斜面ですぐそばの小道を毎

目通る人もまったく気がつかなかったのだがパワｰ

シャベノレで表土を削り取ったあとからこつぜんと人工

の穴が表われたのには目を見張った.

す簑古;ニュ;鴛岡㍑驚ごユニ賞の縁に

この遺跡も今では団地に囲まれてしまい夏草の繋るに

まかせ朽ちかけた立札でもなければ誰も気がつかた

いであるうし気がついても空地同然ではその価値を

知る人も少ないであろう.子母口貝塚は考古学的に

v･うと石器時代縄文早期のものに属し古代遺跡と

しては比較的古く数千年前のものである.

今回津岡山で見出された遺跡は2カ所でいずれも第

三紀層をうがった横穴である.ただしここで横穴の

存在が確認されたのは今度が初めてではなく従来も時

々近隣のうわさにのぼっていたし高津地区の考古学愛

好者によって貴重た資料がいくつか集められていた.

が今回のものほどみごとな講の目にもすばらしい物が

見出されたのは初めてである.

その1カ所は津田山台地から溝の口駅への拡張道路

の途中で写真のように4つの穴が集まっていた.

内面はいずれもきれいに削られており幾何学的匁球面

や平面で囲まれてみごとなシンメトリｰを作っている

当時としては随分時間をかけてていねいに仕上げたもの

に相違ない.4つとも少しずつ形式が異なってV'るけ

れどもいずれもちょうど酒徳利をたてに2つ割にし

て伏せた様に入口はせまく奥に3畳ほどの室がある点

ば共通していた.奥行は3mほどである.

床には多劇11から運んできたらしい中生層のこぶし大

の丸石カミ敷きつめてあり1つの穴には石の間に若干

の人骨片と青銅製の耳輸などの装身具が埋まっていた.

人の住ん怒気配は少しも扱いから墓の一種と考えるべ

灘馴五岬簸麟か義灘の郡をへだてて

浄働則ζ続く長鱗壷繁訟

灘酬五は駿釣､上獺1凄酋くから稼松を

鐙の原簿で釣り匁の数繊鱒串は鰯ご

んされまた高射砲陣地が作られた�
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住みついていたことは確実である.そのころは古地

理的にみると現在の沖積平地の部分は遠浅の海であっ

て住人たちは海岸に居をかまえ海辺で貝を拾ってきて

食卓をにぎわしていたのであろう.

今回見つかった遺跡が約1500年前のものとすれぱ

考古学的には古墳時代と呼ばれる時代である.歴史

上では千円札でおなじみの聖徳太子の時代であって

それからややあっていわゆる奈良朝時代が開花する.

2㎞

発掘位置図

きであろう.そういえば内部の壁面は全面的に黒く

焼けていたがこれは長期間にわたって灯明をともした

ためであろう.ただし残念なことにこの壁は子供た

ちの絶好な黒板代りとなりブルドｰザの隙をねらって

飛び込んだミ研究者の卵"によってあっという間に

落書きだらけにされてしまった.千年以上せっかく

本来のままの姿で保存されていたのにわずかグ3目

で宇宙時代の壁画を書き加えてしまった.

もう1カ所の遺跡は現在は再び埋められてしまった

が津囲山駅側の山腹に発見されたものでこれについ

ては早大の考古学研究室の調査が行なわれた.やはり

にたような規模のもので床には丸石が敷きつめてあり

6体の人骨一女4体と男2体一が埋葬されていた.

早大玉口時雄講師の請だと人骨は書わめて保存がよく

人骨と共に数10個の鉄矢じザ慧本の寓刀1シ海⑳骨の

腰飾り･銀の耳輸などが確認志れた岨その上いもば

ん奥には石棺が安置されていたという甜作もれた時期

は約1500年前で横穴古墳としては最も首いものの至っ

であり高塚古墳から横穴古墳へ移った当時のものであ

るという.

ちなみに古墳の代表である仁徳陵で名高い仁徳天皇が

313年～319年(西暦)大化の改新の始まったのが

645年奈良に都を移したのが710年であるそして

およそ300年～600年が古墳時代といわれる埴輪が

作られた時代であり万葉集の歌にもこのころのものが

多い

また津同ヨ山の上一といつでも不壊地で勅為が一一では

ブノレドｰザが表土を掻いて行く/乙つれて畑の土の下か

ら石製の手斧(?)･矢じザ土留のかけら匁肋蓋続冷

と掘り出されそれを聞きつけてシ帝ペル坤移植ゴテ

を手にした小･中学生カ茎一時はちぷうど潮平狩のよ

うに工事現場を歩きまわった､掘り出窓れたも似引ま

大して立派なものはなかったが日常の生活燭晶と思わ

れるものが多いことからみて明らかに佳屠を構免た跡

と察せられる.

そのころに板れば地形的には現在とほとんど変わる

所カ沌かった.ただ現在の低地平野部は一面に河

原と湿地でそのままでは人の住居を設けるには不適

当であったに相異祖い.それゆえ部落の大半は台地

の縁に点在していたのであろうし道もまた同様であっ

たろう.当時の街道一合の東海道に相当する東西の連絡路

一はおそらくこのあたりの台地の上を曲りくねって通

っていたものと想像される.

一般庶民の住居は草を刈り土を踏み固めた所に木

の枠を組んで草の葉でふいただけの簡素な小屋でちょ

うど今の炭焼小屋のようなものであった.そして権

力者だけが床をあげた家に住んでいた(神社建築にはその

影武が残されている),

今回みつかりた横穴は装身具の種類などからみて

溝田山への小路はパワｰシャベルやブルドｰザで拡張され年表土や回一

ム層は見る間にけずり取られでふもとの部分では高津層も一部けずられた�
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その権力者一族のものであることには間違いない.そ

ういえばロｰム層中の所々に丸石が1m四方位の広

さに敷きつめた所が出てきたがこれカミ当時の一般の人

々の土葬のあとではなかろうか.遺品や人骨は何も見

つかってはいないが.

というように物質的にもみじめ往生活を余儀なくされ

一般農民にいたると

〃...

ひたつちめこ

･直上にわら解き敷きて父母は枕の方に妻子

どもは足の方に囲みいて･･

当時大化の改新から奈良朝時代にかけての日本は

大陸の影響を強く受けながらもしだいにわが国

固有の文化が栄え始めていた.政治史上から見ると国

家の統一が達せられつつあった.また美術史上から見

ると法隆寺で代表されるようにそれ自体ではほと

んど完ぺきの域に達した作品をも生み出しつつあった.

そして現在の大阪や奈良を中心として

"あをによし奈良の都は咲く花の

匂ふがごとく今さかりなり"

と詠まれたように一見して絢燭たる社会が作られつつ

あり人々も"御民我生ける験あり天地の栄ゆ

る時に云々"と日々の生きがいを感じていた.し

かしなカ主らこのはなやかさも楽しさもつまるところ

は中央だけのまた上流階級だけのものであり一歩地

方へ出れば皇子の身をもってしても

け

"家にあれば筍に盛る飯を草枕

旅にしあれば椎の葉に盛る"

の歌からわかるようにまだまだ低い段階に止まってお

りしかも奴隷に近い生活を送っていた.このような

状態は平安朝時代にまでも残っていたといわれる.

溝の口付近の当時の住人も椎の葉に飯を盛りわら

を敷いて寝を取った連中が大半でそれらの人々が床

のある家にすみ銀や青銅製の装身具を身につけた権力

者を中心に黙々とその目その目を過していたのであろ

う.しかし一はなはだ残念なことに権力者の遺品や

遺跡は現在目のあたり見ることカミできるのに反して一

般庶民の生活状況を示すものはほとんど残されていな

いのである.おそらく質的にも量的にも1000年以上

の保存に耐えうる生活用品なり装飾品を持っていなか

ったからであろう.

(後記)

(I)この稿を草するにあたって日本美術犬系第9巻

｢金工｣(蔵田蔵･前田泰次講談杜1962)を参照

したまた文中玉口時雄講師の識とあるのは

1962年4月の朝日新聞紙上のものである狂お産

業工芸試験所の藤原義弘技官からは種々教えて

いただいた

(皿)脱稿後の8月末津田1⊥1で三度古墳の発見が報じら

れた奈良朝時代の金属器具が多数掘リ閑された

由であるまた最近次の本が発行された小塚に

光治著川崎史話(上巻)多摩吏談会発行参考

粧る本である(筆者は地質部)

津蘭山丘陵の断面新

大i土1街道の通称｢切り

通し｣は高津層の模式

的な断面を示している

白っぽい所が砂岩黒

っぽい所が頁岩で｣二

面の草木の茂っている

所(この写真にはよく�
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米をつく人と狩をする人の絵銅鐸の表面にうき掘リの線で描かれているもの

当時の風習をよく伝えている

高津層中にうがたれた横穴

右側の2つは入口が見えており

左側の2つぼ入口はけずり取ら

れて奥の部屋が露われている細

部は破損しているが現在もほ

ぽこの状態のまま残っている(“切

I〕通し"の津田山陸橋ぎわを100m

ほど津田山団地方面にのぼった所)

横穴の奥一番奥は垂直

な平面で終っているものとこの

ように蘭繭で終っているものとが

あったこ級1嚢轟ごと珍半球厳

で内部はすすけている.等真

で1まややゆがんで見えるが繁際

は完全!こ逝い鮒徽を示しむ･る

なお内部の土桝ま工事刺こん饒

たものであるまた蔵の幅1凄

3m弱である�




